
1．�乳用牛改良は酪農経営の基盤強化の
取組のひとつ

令和に入ってから、コロナ禍による脱脂粉乳需要低
迷に伴う生乳需給の緩和、ウクライナや中東の情勢、
円安による資材価格の高騰など、我が国の酪農をめぐ
る情勢は依然厳しい状況が続いています。他方で、令
和 4 年度から、生産資材価格の高騰を受け、総合乳価
が段階的に引き上がるなど、酪農経営における所得も
改善傾向にあります。併せて、令和 7 年度補正予算に
措置された畜産・酪農収益力強化特別対策事業（いわ
ゆる畜産クラスター事業）において、施設設備事業に
ついては、持続的な酪農経営への転換を促すために飼
料作物面積に関する要件を設けた上で搾乳牛舎への支
援が再開され、機械導入事業についても頭数制限が撤
廃されました。加えて、農業構造転換集中対策として
持続性可能タイプが創設されるなど、柔軟な支援メニ
ューが拡大し、酪農家の皆さんの投資意欲の高まりも
相まって、生産基盤の維持・強化に向けた取組が進ん
でいくことが期待されています。 

酪農経営は、肉用牛経営や耕種作物農家と比較し、
専業の割合が高く、基幹的農業従事者の平均年齢が若
い傾向にあります。これは酪農の拘束時間が長いこと
が理由のひとつと考えられますが、もう少し掘り下げ
て考えると酪農経営は非常に多角的な技術が必要な産
業であるともいえます。一般的な作業として、搾乳や
飼料給与、ふん尿処理に加え、哺乳から育成、繁殖管
理などの牛の飼養管理に留まらず、自給飼料生産、衛
生対策、さらに近年はスマート畜産技術の進展もあ
り、新たな技術や機械装置への順応、メンテナンス対
応なども行われていると思われます。飼養頭数が徐々
に拡大する中において、多忙な酪農家の皆さんが、
個々の乳用牛の成績や改良より、酪農経営全体をうま
く循環させるための周辺環境の整備や機械装置の導入
に目を向けていることも十分理解できます。しかし、

そういう時分でも生産者自らの経営やニーズに合致し
た乳用牛群の改良を止めてはならない、と私は考えて
います。 

昨年、乳用牛群検定事業がスタートから50周年を迎
えました。我が国の乳用牛改良の基盤は、データの源
である牛群検定参加の酪農家の皆さんのご協力による
ものであり、また、牛群検定組合の皆さん、関係機関
の皆さんに支えられてきました。日本の乳用牛改良の
歴史は牛群検定とともに歩んできたとも言えます。こ
の間、我が国では、その限りある国土を使って酪農の
生産性向上を図るべく、 1 頭当たり乳量を拡大するこ
とに注力して乳用牛改良を進めてきました。その成果
として、305日乳量は、検定開始当初の昭和50年は
5,715kgであったところ、令和 6 年では9,721kgとなった
ことは大きな成果だと考えています。 

乳用牛の乳量、乳脂率、乳蛋白質などの成績は、乳
用牛の「遺伝的能力」と、飼料給与、気候などの「飼
養環境の影響」の効果が相互に関係しあって発現され
ます。酪農家の皆さんの立場になって考えれば、自ら
の経営において着手できる取組みとしては、飼養して
いる雌牛・牛群を改良することで乳用牛の「遺伝的能
力」の向上を図り、日々「適切な飼養管理」を心掛け
ることになります。この際、雌牛・牛群の改良を進め
るには、牛群の中で能力が高い雌牛を選抜し、その能
力をさらに引き出せるような優良な種雄牛の精液を交
配することにより、より能力の高い後継牛を生産して
いくことが肝要です。酪農家の皆さんの努力もさるこ
とながら、牛群の改良には、優良な種雄牛が必要不可
欠なのです。

2．�乳用牛改良における種雄牛の役割と
我が国における改良の必要性

それでは、優良な雄牛であればどのようなものでも
いいのでしょうか。近年では、物流の活性化、輸送技
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術の高度化により、北米をはじめとする様々な国から
精液の輸入が可能になりました。図 1 にあるように、
輸入精液の利用割合は徐々に増加し、直近では64％程
度となっています。海外の高い能力の精液を利用した
ことにより飼養管理が容易な牛群に転換されたとの話
を聞くこともあります。このような中、輸入精液の利
用に偏っていくこと、我が国の乳用牛の種（遺伝資
源）を海外に委ねていくことは本当に問題ないのか、
改めて皆さんに考えていただきたいのです。
「飼養環境」が乳量などの実際の成績に影響を与え

ることを前述しましたが、それぞれの国における牛の
遺伝的能力の改良は、気候条件や飼養環境、ニーズを
踏まえて行われています。我が国が牛 1 頭当たりの生
産性を重視するため乳量の改良を重点的に行ってきた

ように、飲用乳ではなく乳製品への仕向けが多い国で
は乳量より乳成分に重点を置いた改良を推進している
と考えられます。また、それぞれの国の飼養環境は異
なりますし、それぞれのニーズに即して遺伝的能力評
価とその結果に基づいた改良が行われているのです。

冷涼な環境で高い能力が発揮される乳用牛の遺伝資
源が、高温多湿の、環境の異なる日本に輸入されたと
しても、それを活用して生まれてきた後継牛が、北米
で発揮するのと同じように我が国で能力を発揮できる
とは限らないのではないでしょうか。

また、諸外国における遺伝的能力評価は、形質によ
っては国ごとに評価方法や定義が異なる場合もあり、
日本と各国の遺伝相関が全く同じになることはありま
せん（図 2 参照）。言い換えれば、諸外国の評価値そ

図1　国産及び輸入精液の使用本数と使用率（推定） の推移

図2　日本と各国の遺伝相関

9  − LIAJ News No.217 −



のものが、日本において同等の評価値に置き換えられ
るわけではないということです。アメリカの選抜指数
であるNM（ネットメリット）での評価値を、日本での
総合評価（NTP※ 1 ）に置き換えてほしい、と相談され
ることがあります。アメリカの評価値は冷涼なアメリ
カで乳用牛を飼養して、アメリカのニーズに合致した
乳用牛となるような指標です。高温多湿な日本の環境
において、ネットメリットの評価値が日本における乳
用牛の能力の発現とイコールにはならないのです。 
※ 1 　�総合指数（NTP：Nippon Total Profit Index）

とは、泌乳能力と体型をバランス良く改良する
ことで、長期間着実に供用できる経済性の高い
乳用牛を作出するための指数。なお、後継牛の
生産に当たって種雄牛を選定する際は、NTP
上位牛の中から、生産者自らの改良ニーズに合
致した形質面を考慮した種雄牛の利用が重要。

もう少し掘り下げて、具体的な形質にフォーカスし
て考えてみたいと思います。近年、北米の遺伝的能力
評価において疾病に関する評価値が算出されたことか
ら、輸入精液の利用に興味を持たれた酪農家の皆さん
もいらっしゃるのではないでしょうか。ただ、海外で
の疾病抵抗性の評価値をそのまま日本の能力評価とし
て置き換えるのは難しいと思われます。理由は、疾病
の状況や要因が日本とは異なることに加え、一部の国
における疾病の評価は、酪農経営の自己申告によるデ
ータを基に算出されているとの情報もあり、データの
偏りや報告漏れなどの誤差の流入が懸念されるからで
す。他方で、我が国でも令和 7 年 8 月から疾病抵抗性
の遺伝的能力評価が開始され、さらに翌 8 年 2 月から
NTPの評価形質に疾病抵抗性が組み込まれました。
この我が国の疾病抵抗性の遺伝的能力評価は、 7 道県
※ 2 の農業共済組合（NOSAI）から提供された診療デ
ータを利用して開発されており（図 3 参照）、農業保
険を目的に獣医師が診断する信頼性の高いデータ源と
なっています。また、日本の飼養環境下で発症した疾
病に対するデータに基づく評価となっていることや
NTPに組み込まれたことにより、これまでの泌乳能
力や体型の改良に加え、長期間着実に供用できる長命
連産性の向上を果たせる乳用牛改良をより進めること
が可能となったと言えます。このように、信頼性の高
いデータを活用して日本の飼養環境に基づく遺伝的能
力評価を行い、その結果に基づいた乳用牛改良を推進
していくことが重要であると考えられます。疾病抵抗
性の評価形質の開発に当たっては、（一社）日本ホルス

タイン登録協会をはじめ、乳用牛改良関係者の皆さん
の熱心な議論・検討が行われました。改めて関係機関
の皆様には敬意を表したいと思います。 
※ 2 　�北海道、福島県、千葉県、長野県、鳥取県、岡

山県、熊本県の 7 道県。

さらに、海外の遺伝資源に依存しすぎることは、家
畜疾病の発生等により凍結精液の輸入が停止される可
能性や、能力の高い遺伝資源ほど、販売戦略の影響を
受けやすく適正な価格が維持されないといったリスク
に常に晒されているとも言えます。輸入精液について
は、統一的な品質評価や適切な精液証明書の発行など
のため家畜精液輸入協議会における検収や受渡しが行
われていますが、残念ながら輸入時のトラブルが全く
ないとは言えません。酪農経営も多様化が進んでいる
ため、輸入資源を活用することは否定するものではあ
りませんが、精液等の遺伝資源は生乳生産に不可欠な
物資であるため、輸入精液に依存しすぎるのではな
く、我が国でも安定的な精液等の供給体制を維持して
いく必要があります。またそれだけではなく、海外の
乳用牛改良の技術や知見を得て、並走しながら、我が
国の乳用牛の能力向上を図っていく必要があると考え
られます。このことは酪農の生産基盤の維持、ひいて
は食料の安定供給の一部を担っていると言っても過言
ではないでしょう。

図3　疾病抵抗性指数
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3．�我が国における乳用牛改良の体制と
関係支援

我が国における乳用牛改良については、おおむね 5
年ごとに家畜改良増殖目標を公表し、家畜（牛、豚、
馬、めん羊、山羊）※ 3 の能力、体型及び頭数に関し
て10年後の目標を定めているところです。直近では令
和 7 年 4 月に公表しました。

この家畜改良増殖目標の達成に向け、乳用牛改良推
進協議会においては主に評価形質の技術開発と後代検
定事業について、乳用牛群検定全国協議会においては
牛群検定の実施状況や具体的な検定方法の改善等を行
っているところです。

2 でも述べたように、日本の環境に適合した乳用牛
改良を推進するためには、酪農家の皆さんと関係機関
の皆様の協力が不可欠です。近年では、信頼度が向上
したSNP情報※ 4 を活用したゲノミック評価※ 5 を活用
して、優良な候補種雄牛（いわゆるヤングサイア）を
選抜し、牛群検定参加農家の皆さんにボランティアで
調整交配に取組んでもらっています。

調整交配により生産された娘牛はデータの源であ
り、後代検定参加農家の皆さまには、その娘牛と同居
牛が未経産のうちにSNP検査の収集にご協力をいただ
いているところです。その後、娘牛が妊娠・分娩し、
泌乳がスタートした後は、牛群検定により泌乳データ
の収集を、（一社）日本ホルスタイン登録協会により体

型データの収集をさせてもらっています。これらによ
り得られたデータを基に、（独）家畜改良センターにお
いて雄牛、雌牛ともに遺伝的能力評価が行われていま
す。令和 4 年から我が国のゲノミック評価値の信頼度
が向上し、現在は、雄牛の選抜にも雌牛の評価にもゲ
ノミック評価が活用され、これまで難しいとされてき
た遺伝率の低い形質の改良の推進が可能となりまし
た。先ほど、疾病抵抗性のデータについて触れました
が、データの捉え方が異なっていたり活用するフィー
ルドに適合していなかったりすると、評価値は本当に
正しい値とはなりません。多くの方が、遺伝的能力評
価については「評価値が出ている」ことに目を向けが
ちですが、「評価値そのものの真正性、信頼性」も合
わせて重要だと考えられます。
※ 3 　�鶏の改良増殖目標については、家畜改良増殖法

において家畜改良増殖目標を定める畜種には規
定されていませんが、これまで家畜改良増殖目
標に準じて定めてきました。

※ 4 　�SNP情報（Single Nucleotide Polymorphism）：
DNAの塩基配列における 1 塩基の違い。この
違いが個体ごとの能力の差を生じさせることが
あり、特定の形質に複数のSNPが関係している
ことがあります。

※ 5 　�ゲノミック評価：SNP情報とその牛の泌乳成績
等を分析し、その相関関係を遺伝的能力として
評価したもの。

図4　乳用牛改良の体制と関係支援策（令和8年度）
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